Effcient Utilization of Resources in a Campus Network (II) by 平岡 信之
長野大学紀要 第16巻第1･2号合併号 25-40頁 1994
キャンパス ･ネットワークにおける資源の有効利用
ケーススタディー (Ⅰ) ハードウェアおよび情報資源
































































































































































































































































































































































































































































































る)の文節群に関しての操作 を行 うキーボー ドも











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資源 (主 として-- ドウェア)に関する予算手当
等において理解 と協力を頂いている､各年度の学
部長はじめ本学運営にかかわる万々にも感謝する｡
また､本研究は本学学生に人並の (他の大学に
対して遜色ない程度の)情報システム利用経験を
提供したいという筆者の動機にも多分に基づいて
おり､その対象として (残念ながら少数だが)好
奇心旺盛な学生の存在 (および要求)が､大きな
支えになっていることにも言及しておきたい｡中
でも和田ゼ ミ出入りの2名の (元､および現役の)
学生､栗俣氏および竹下君については､要求する
だけでなく自らも環境改善にコントリビュー トし
てきてくれたことに対し､異例ではあるがここに
名前をあげて感謝を申し述べる｡
(ひらおか のぶゆき 講師)
(1994.7.23 受理)
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